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名 称
日本語：2027年国際園芸博覧会
略 称：GREEN×EXPO 2027

位置付け
• 最上位の国際園芸博覧会（A1）

• 国際博覧会に関する条約に基づく認定博覧会

テーマ
幸せを創る明日の風景
～Scenery of the Future for Happiness～

基本事項
開催場所：神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設の一部）
開催期間：2027年3月19日～9月26日（192日間）
参加者数：1,500万人（有料来場者数1,000万人以上）
開催者 ：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

会場位置図

※ A1は、我が国では1990年の国際花と緑の博覧会（大阪市）

１（１） GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会） 概要

事業費
会場建設費：最大４１７億円（R7.4増額）
運 営 費： ３６０億円（R7.11頃見直し予定）

■公式ロゴマーク

■公式マスコットキャラクター

「トゥンクトゥンク」

「人と地球の自然との新たな関係を育む
コミュニケーター」として機運醸成に活躍

・宇宙からきた精霊
・地球がきれいだと花を咲かせて踊ります
・地球が汚れると元気がなくなります



１（２） 【参加招請に関する主な取組】TICAD9

○ ８月20日（水）～22日（金）にパシフィコ横浜（横浜市）で開催された第9回アフリカ開発会議（TICAD９）
会場内において、GREEN×EXPO 2027の参加招請活動を実施。

○ TICAD終了後、10月中旬時点でアフリカからの参加表明は合計33ヶ国に。うち4ヶ国と参加契約を調印。
○ 全体では、参加目標国・国際機関数70程度に対し、現時点で約60の国・国際機関が前向きな回答。うち8ヶ国
（※）と参加契約を締結。 ※カタール、ケニア、コートジボワール、スーダン、タイ、ネパール、マラウィ、モザンビーク

▼アフリカの参加表明国の代表者等との集合写真

▼会場内でのブース出展

▼総理大臣・横浜市長共催歓迎レセプション

▼契約調印式後の記念撮影（ケニア）



○ 機運醸成のため、以下のような取組を実施。

■Blooming RING Action■特別仕様ナンバープレート

■ラッピングバス（横浜市交通局） ■鉄道駅での階段広告

１（２） 【機運醸成に関する主な取組】国交省関連

ブルーミング リング アクション

■甲子園でのファーストピッチPR

（関西国際空港）

■空港等でのポスター等の掲示

（有楽町駅） （海老名ＳＡ）

公式アンバサダー：芦田愛菜氏（俳優）

Blooming RING



■こども霞が関見学デーでのPR■YouTubeで情報発信

■公式ライセンス商品の販売
（農水省内生協売店） ■政府出展における高校生との連携

１（２） 【機運醸成に関する主な取組】農水省関連

■各種イベントでのPRブース出展

■デジタルサイネージ（農水省玄関）

＜採択学校名＞
・北海道音更高等学校

・千葉県立成田西陵高等学校
・神奈川県立横浜瀬谷高等学校
・三重県立四日市農芸高等学校

・京都府立桂高等学校



参 考 資 料



２０２７年国際園芸博覧会の準備及び運営に関する施策の推進体制

政府全体

2027年国際園芸博覧会関係閣僚会議（令和5年4月28日閣議口頭了解）
議長：内閣官房長官、副議長：国際園芸博覧会担当大臣

2027年国際園芸博覧会関係府省庁連絡会議（令和5年5月31日関係府省庁申し合わせ）
議長：国土交通省都市局長、副議長：農林水産省農産局長

サイバーセキュリティ分科会
会長： 内閣官房内閣サイバーセキュ

リティセンター副センター長

テロ・災害対策分科会
会長： 内閣官房危機管理審議官

衛生・救護対策分科会
会長：農林水産省大臣官房生産振興

審議官（兼農産局）

国交省内

国土交通省2027年国際園芸博覧会推進本部（令和5年5月31日）
本部長：国土交通大臣 副本部長：国土交通副大臣

国土交通省2027年国際園芸博覧会推進本部幹事会（令和6年5月28日）
構成員：各局等課長クラス

輸送対策支援チーム
構成員：都市局、道路局、鉄道局、物流・自動車局、関東地方整備局、関東運輸局


